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日本に手を出した国は滅びる！ 2009/08/15 07:52 

 「日本はアジアの希望の星で神国だ 」現地人のジンクス 
  

  植民地を失って繁栄した日本、膨大な 

  国費投入から解放され再建に専念！ 

  
 1995年に李鵬元首相が、オーストラリアを訪問した際、ハワード豪首相との会談中に「日本は20年も経てばこの地球上から消

えてなくなる」と発言したとされています。皆さんも一度は耳にしたことがあると思います。 
  
 計算上では2015年ですからあと六年ということになりますが、総選挙で下馬評通りに民主党政権が誕生して、本当に「四年間

は解散しない」ことが実現すると、あながち「何をあり得ないバカなことを」と笑っていられない状況に日本は追い込まれます。 
  
 この政権がいかに危険かという証が、前回取り上げた「靖国神社に代わる新たな国立戦没者追悼施設の建設」問題です。何し

ろ「マニフェスト」は書き換えるは、マニフェストにも掲載してないこの問題を突然取り上げるはで、全く信用置けません。 
  
 この調子だと、「政策インデックス2009」に書かれていて「マニフェスト」には記載が見送られた外国人参政権、沖縄ビジョン、自

虐史観固定化法案（国会図書館に恒久平和調査局を設置して過去の日本の罪を追求）、本岡法案（元慰安婦に謝罪と金銭支給

を行う）なども当然やると見なければなりません。 
  
 加えて社民党との連立もほぼ確定したようですから、日本にとってこれほど危険なことはありません。まあこういう話をすると、

暗くなる一方ですので、本日は靖国の英霊が日本をいまも護ってくれている事を信じて、ちょっと嬉しいエピソードを紹介します。 
  
 私が良く引用する「侵略の世界史」の著者、清水馨八郎氏は東南アジアを訪れた際（平成八～九年頃と思われます）、現地の

人から「日本に手を出した国は必ず滅びる」というジンクスがあることを聞いて知ったと本の中で披露しています。以下、その部分

を引用します（以前、ねずきちさんも紹介してましたね）。 
  
 本日、平成二十一年八月十五日、東京は快晴、熱い一日になりそうです。私もこれから靖國神社に行き、集会への参加、昇殿

参拝、左翼のデモに対する抗議行動など夕方まで現地にいる予定です。靖国に行かれる方、暑さ対策をしっかりお願いします。 
  

 
  

 「日本に手を出した国は滅びる」との言い伝え 

  
 最後に、少しうれしい話を紹介しよう。 
  
 私は昨年東南アジアの各地の戦跡をたずねて、現地人から「日本はアジアの希望の星で神国だ、日本に手を出した国は必ず

減びる」というジンクスが言い伝えられていることを知った。 
  
 日本人にずいぶん都合のよい話のように思えるが、検証してみると、なるほど当たらずとも遠からずである。 
  
 まず、十三世紀アジア大陸の中央に興った元帝国は、ユーラシア大陸の諸民族を侵略、征服しつくしたが、日本だけは二度も
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襲ってついに屈伏させることができなかった。文永・弘安の役（一二一七四年、二一八一年)だが、元帝国はその失敗がもとで、

たちまち力を落とし、一三六八年、明に減ぼされてしまった。 
  
 次に十九世紀の終わり、清帝国も日本を侮って日清戦争を仕掛けたが、簡単に敗北し（一八九五年)、その後、列強に分割さ

れたあげく、一九一一年、辛亥革命で減亡してしまった。 
  
 次にロシア帝国のロマノフ王朝は、日露戦争を仕掛けて敗北し(一九〇五年)、一九一七年、ロシア革命で全減してしまった。 
  
 次の大東亜戦争であるが、英仏蘭のヨーロッパ列強は、米国の力で日本を降伏させはしたものの、アジアのすべての植民地を

捨てさせられてしまった。ヨーロッパ勢は日本には勝ったが結果として得たものは何もなく、植民地を失い、かつての栄華を失っ

た。 
  
 残ったのはアメリカであるが、日本には戦闘で確かに勝ったが、戦争の当初の目的である中国の権益は、結局手にすることが

できなかった。はるぼる太平洋の対岸までやってきて、膨大な戦費と人的損害を費しながら、何も得るものはなかったのである。 
  
  

                 
       この本は何回も読みました。詳伝社文庫から600円（税別）で好評発売中です。 
  
 そればかりか、つづく朝鮮戦争で手痛い犠牲を出してしまった。ベトナム戦争でも失敗した。手ぼなしで戦勝国とはいえない。 
  
 さらにアメリカは、冷戦に勝って超大国になったが、ひそかに過去の原罪に悩んでいる。それはインディアン五〇〇万人の抹

殺、黒人の奴隷化、広島・長崎原爆のホロコーストである。また、麻薬、暴力、犯罪、エイズ、性の乱れ、家庭崩壊などの社会の

退廃も深刻だ。 
たしかに日本に手を出した国は、その後、ろくな目にあっていない。 
  
 考えてみると、西欧列強の繁栄は、植民地収奪と、奴隷酷使、死の商人の三つで支えられていたのである。第二次大戦後、そ

のすべてを失うと斜陽化するのは、歴史的必然であった。 
  
 逆に、戦後、この三つの繁栄の原資をまったく持たずに繁栄した国が一つある。それが日本だ。これまた世界史の奇跡である。 
  
 とくに西洋は植民地を失って没落し、日本は植民地を捨てさせられて繁栄した。ここに謎がある。すなわち植民地の意味が彼我

ではまったく異なっていたからである。 
  
 日本の言うところの植民地は、収奪の対象でなく、隣接する生命線としての植民地で、拓殖の対象であり、その開明化、近代化

のために莫大な国費を持ち出したものだった。 
  
 敗戦によって、結果的に日本は、このお荷物をおろさせられたことになった。欧米諸国とはまったく逆で、日本にとって植民地を

失うことは、経済的にはプラスだったのだ。 
  
 戦後、日本のみが発展できた理由の一つはここにある。日本は戦後、資源もないのに経済超大国になるシステムを発明して、

世界唯一の先進国になったのである。（侵略の世界史 P291-P294) 
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タグ： 民主党  靖国神社  社民党  国立戦没者追悼施設の建設  アジアの希望の星  神国  日本   

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

 これが正しい歴史、日本が好きな日本人は必見！ 
   （遊就館で上映されたが中国、韓国の抗議によって封印された幻の映画です）。 

      ●ニコニコ動画版 凛として愛 1/3  2/3   3/3  

      ●you tube版      凛として愛 １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  

●プライド「運命の瞬間」 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 
  ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー  
  
・まだ見ていない動画がありましたら是非ご覧下さい 

   ●景気回復断固阻止！民主党    
   ●日曜こども劇場『鳩山最後の37時間』    
   ●国民が知らない選挙前に見る動画 !? 

    ●国民が知らない民主党政権で治安崩壊 !? 

   ●すべての日本人に告ぐ!?(民主党の正体) 
    ●フランス国営放送!?「お笑い日本の実態」 
      ●国民が知らない日本の真実 !? 

  

   ●「危機をチャンスに変えろ」 （前編） ～G20サミットの舞台裏 高画質 

   ●「危機をチャンスに変えろ」（後編） ～予算編成の舞台裏 高画質 

   ●IMFストロスカーン 日本による貢献と融資は、これまで人類の歴史で最大 

   ●２分で分かる麻生内閣の実績 

   ●麻生太郎の心あたたまる話 
    
 ・置きビラ、ポスティング用のチラシの集積場です。是非ご活用下さい。 

   ●「手作りチラシ集積サイト」 

   ●「０９年総選挙に向けたチラシ・ツール集積場」 

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(13) 

コメント(13) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2009/08/15 09:20Commented by 元気 さん 

おはようございます。 

 
＞日本の言うところの植民地は、収奪の対象でなく、隣接する生命線としての植民地で、

拓殖の対象であり、その開明化、近代化のために莫大な国費を持ち出したものだった。 

 
＞敗戦によって、結果的に日本は、このお荷物をおろさせられたことになった。欧米諸国

とはまったく逆で、日本にとって植民地を失うことは、経済的にはプラスだったのだ。 

 
その通りですね。 
だから、過去の植民地時代（？）の（良い）記憶が忘れがたい国がイチャモンを付けていた

のですね。 
でもって、その日本人の善良さに付け入ってるのですね。 
敗戦利得者を利用しているのですね。（溜息） 

 
民主党含む三党連立なんてことになれば、 

 
「政権交代でなく景気後退」 

 
になることは、明白ですね。（上手いこと言いますね） 
さて、僭越ながら、去年のクリスマスの記事、 
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「地獄への道は善意で舗装されている」 

 
マニフェスト2008 を取り上げた記事内容、今にドンピシャリな気がします。 
 
靖国、あつくなりそうです。 
どうか、お気をつけて。 

 

2009/08/15 09:45

Commented by 元気 さん 

失礼します！（汗） 

 
先のコメント削除（訂正）願います。（恥） 

よく確認してからコメントすべきでした。 

 
＞マニフェスト2008 を取り上げた記事内容、今にドンピシャリな気がします。 
 
正確ではありませんでした。（何を勘違いしたのか… 汗） 
「国民が知らない反日の実態 民主党の正体」を、マニフェスト2008と勘違いしたようで

す。 
”マニフェスト2008 を” 文字削除です。 
なんともはや、お恥ずかしい。 
それと、 

 
（誤）クリスマス ⇒ （正）１２月中旬 

 
も訂正致します。 
申しわけありませんでした。m(__)m 

 

2009/08/15 10:41Commented by すずめめだか さん 

テレビ・ラジオ・新聞が戦争の悲惨さと平和の合唱を抱き合わせるここ数日と民主党有利

の発信にうんざりしています。 

 
その中で本日の言い伝えをすべて信じるものではありませんが、心の持ちようとして救わ

れました。 

 
暑い中靖国神社の参拝ありがとうございます。 
地方に居て参拝できない者の分までお願いします。 

 

2009/08/15 13:15Commented by - さん 

>日本にとって植民地を失うことは、経済的にはプラスだったのだ。 
 
日本は、南北朝鮮人国から未だに理由のない非難を受続け（的外れな批判に対してもま

ともに反論しようともしない）、その非難を根拠にした強請り、集りの被害を受けています。 

 
これも日韓基本条約締結に始まった政治屋、官僚の賠償ビジネスの一つか位に思ってい

たのですが、GHQによって刷り込まれた「朝鮮人を批判するな。」というWGIPを未だに忠

実に守っているのでしょうね。 
勿論、ナリスマシの政治屋、官僚が多く議会、政府に潜り込んでいるのも弱腰の理由でし

ょうね。 

 
ま、先の戦争で一番利益を受けたのは、朝鮮人（特に在日）でしょうね。 
正に漁夫の利を得たと、いえるでしょうね。 

 

 

2009/08/15 20:07Commented by 花うさぎ さん 

To 元気さん こんばんは。 
 
>でもって、その日本人の善良さに付け入ってるのですね。 
>敗戦利得者を利用しているのですね。（溜息） 
 
はい。世界は腹黒い、日本もそうなれとまでは云いませんが、せめてそれを跳ね返すした

たかさを備えねば、と思います。 
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>靖国、あつくなりそうです。 
>どうか、お気をつけて。 
 
九時頃に靖国神社に入って集会と昇殿参拝を終えて食事を済ませたら三時に、この間ほ

とんど立ちっぱなしなのでさすがに疲れて夕方のデモ抗議はパスして帰宅しました。 

 
いや～暑かったです(^^；。  

2009/08/15 20:12Commented by 花うさぎ さん 

To すずめめだかさん おんばんは。 
 
>テレビ・ラジオ・新聞が戦争の悲惨さと平和の合唱を抱き合わせるここ数日と民主党有

利の発信にうんざりしています。 

 
御意！。日本がチベット・ウイグル状態に置かれても主権を放棄しても戦うな、日本民族

弾圧を甘んじて受けろ、とでも云うのですかね？。 

 
>暑い中靖国神社の参拝ありがとうございます。 
 
昇殿参拝を終えて境内に出たら、拝殿前に参拝を待つ行列が出来てました。昇殿参拝は

ちょうど一年ぶりですが、やはり厳粛さで気が引き締まります。  

 

2009/08/15 20:15Commented by 花うさぎ さん 

To bibcatさん こんばんは。 
 
>ま、先の戦争で一番利益を受けたのは、朝鮮人（特に在日）でしょうね。 
>正に漁夫の利を得たと、いえるでしょうね。 
 
なるほど。たしかにそういう見方も出来ますね。 

 
しかしこれによって朝鮮民族は「恩を仇で返す」卑怯者というイメージが決定的になりまし

た。支那人より始末が悪いです(^^；。  

 

2009/08/15 23:14Commented by 第一義＠運国斎 さん 

花うさぎ様 こんばんは。 

 
１日、お疲れ様でした。こちらは汗が止まらず、日差しがきつくて、１日中居なくて良かった

かも知れません。 

 
先ほど懇親会を終えてホテルに帰投しました。 

 
朝は直ぐに参拝して、暫くのち、署名の応援を3時までして、そこから地下鉄の駅まで降り

て極左の天皇反対デモの迎撃すべく待機しましたが、周りの人員は去年の数倍(！)で、

その人数で気勢を上げて反日反天皇デモ隊を迎え撃ちました。私はカメラ係を急に任命

されたためにそれほど迎撃出来ませんでしたが、幸か不幸か(笑)人数が警官の警備人

数をはるかに超えたため、機動隊の囲みが破れ、反日左翼のデモ隊に多数が追いつき、

警官が分けようとしても我々の人数が多いので、分けることが出来ないままで、仲間が左

翼の作った昭和天皇を骸骨、裏側に菊御紋を描き鍵十字を重ねて描いて揶揄した人形を

奪うなど、反日側のデモを粉砕状態にしました。 
その一方でメガネを左翼に壊された仲間が…明らかに傷害、器物破損？だか、警官は捕

まえるどころか、逃がしてしまいました… 

 
しかし、やりたい放題だった反日極左を人数で上回り、デモにも追走して追い込み、粉砕

しました。警官もこれだけの人数が集まるとは思えなかったのでしょう。 

 
 
痛快痛快、溜飲を下げました。  

 

2009/08/15 23:34Commented by usaginomimi さん 

こんにちは。 
＞日本の言うところの植民地は、収奪の対象でなく、隣接する生命線としての植民地で、

拓殖の対象 
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↑これ、私もすごく注目して、世界の多くの国々と日本の違いだと認識していました。 
生物学的な由来からみると、狩りをして（＝狩り尽くしながら）生きる肉食の生き物と、田を

耕して（＝その地の自然を生かし発展させながら）生活の質の向上させていこうとする農

耕民族の発想の違いのように思います。 
今も、日本の世界への貢献で多いのは、対処療法的なものよりも、「生活の質を向上させ

る」「農業技術を教える」などの、少し先の未来をしっかり計画していくものが多いですよ

ね。日本人の、誇れる部分だと思います。 

 
靖国・・４月に参拝したあと、当時の本を読んだり、サイトを巡ったりして色々考えていま

す。 
家でお祈りしました。私たちは命がけで国を守ってくれた彼らに負けないよう、この国を守

っていかなければならないと思います。 
トラバいただいてまいります。いつも考えるきっかけを提供してくださり、ありがとうござい

ます。  

2009/08/15 23:43

Commented by しばりょう さん 

こんばんわ。 
靖国参拝 お疲れ様でした。 
下記コメントは 流石ですね。 

中国は イギリスの植民地で、アヘン戦争などで、大変な目に会いながら、英国には、謝

罪求めず、いつまでたっても、日本ばかり非難する、靖国参拝には、内政干渉するし、とっ

ても許せない中国ですが、下記の記述で、ちょっとうれしくなりました。 
自虐人種を論破できる材料ができました。ありがとうございます。 

 
逆に、戦後、この三つの繁栄の原資をまったく持たずに繁栄した国が一つある。それが日

本だ。これまた世界史の奇跡である。 
 とくに西洋は植民地を失って没落し、日本は植民地を捨てさせられて繁栄した。ここに謎

がある。すなわち植民地の意味が彼我ではまったく異なっていたからである。 
 日本の言うところの植民地は、収奪の対象でなく、隣接する生命線としての植民地で、

拓殖の対象であり、その開明化、近代化のために莫大な国費を持ち出したものだった。 
 敗戦によって、結果的に日本は、このお荷物をおろさせられたことになった。欧米諸国と

はまったく逆で、日本にとって植民地を失うことは、経済的にはプラスだったのだ。 
 戦後、日本のみが発展できた理由の一つはここにある。日本は戦後、資源もないのに

経済超大国になるシステムを発明して、世界唯一の先進国になったのである。（侵略の世

界史 P291-P294)  

 

2009/08/16 02:54

Commented by 花うさぎ さん 

To yuukokushaさん こんばんは。 
 
本当にお疲れ様でした。実は情けない話ですが、集会が終わり、昇殿参拝も

終わって、市ヶ谷に食事にいって、皆さんのビラ配りの現場で30分ほどうろうろしていた

ら、だんだん頭が痛くなって、急遽帰宅したのでした。 

 
高金素梅事件以来、体調は余り良くなかったのですが、頭に直射日光をかなり受けたの

が敗因でした。二、三日、大人しくします。 

 
>しかし、やりたい放題だった反日極左を人数で上回り、デモにも追走して追い込み、粉

砕しました。警官もこれだけの人数が集まるとは思えなかったのでしょう。 

 
情報感謝です。何より嬉しい報告です。これは勢いがつく貴重なケースですね。映像のア

ップが楽しみです(^^)。  

 

2009/08/16 03:03

Commented by 花うさぎ さん 

To usaginomimiさん こんばんは。 
 
>生物学的な由来からみると、狩りをして（＝狩り尽くしながら）生きる肉食の

生き物と、田を耕して（＝その地の自然を生かし発展させながら）生活の質の向上させて

いこうとする農耕民族の発想の違いのように思います。 

 
はい。世界のどこにも天皇陛下（王）が田植えをして米を育て、皇后陛下（女王）が繭を育

て生糸を作る、そんな国はありません。 

 
>日本人の、誇れる部分だと思います。 
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2009/08/16 03:10Commented by 花うさぎ さん 

To sibaryou55さん こんばんは。 
 
>欧米諸国とはまったく逆で、日本にとって植民地を失うことは、経済的にはプラスだった

のだ。 

 
私もかなりの本を読んできたつもりでしたが、このことに言及した本はこれがはじめてでし

た。 

 
この事実一つをとっても、欧米の植民地と日本のそれは180度意味が違うという証明に

なりますね。 

 
あと、日本の領土だったところは独立後も経済的に繁栄し、成功しているという事実も特

筆ものでしょう。欧米とは逆です(^^)。  
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